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第 6 章では，第 2"""'5 章までに得られた知見も整理しながら，今後の沿道整備のあり方についてまと
め，特に，高架下周辺は都市施設の整備が十分でなく，環境整備が必要とされていること，住民の距離
による住みわけ現象などを明らかにし，今後の沿道整備の方向性を示している。
最後に第 7 章で研究成果をまとめるとともに，今後の高速道路建設のあり方について述べている O
論文の審査結果の要旨
既成市街地における都市高速道路の必要性は年とともに増大しているが，沿道住民との利害が十分調
整されていないため，高速道路の建設については様々な問題が生じており 建設事業の停止による多大
の損失を生じている O そこで本論文は都市高速道路建設のあり方と今後の沿道環境整備について考究
したもので，その成果を要約すると次のようである。
(1) 市民の都市高速道路に対する意識について，高速道路に対するイメージ，距離感，影響に対する意
識などの点から調査分析し住民の住居地区，高速道路利用形態による高速道路に対する評価グループ
分けを行って，地元住民意識の方向を明らかにしている。
(2) 高速道路が市街地形成に及ぼす影響について事例研究を行い，世帯立地，商業・事業別の立地量と
地理的条件との関連また都市高速道路事業の進行にともなう賛否意識の変化の実態とその要因を明
らかにしている。
(3) 上記(1) (2)の結果と都市高速道路を中心とした都市施設に関する住民意識の結果及び現行の事業手
続さ補償方法に関する事業者の対応，行政の行動等からゲーミングミュレーションモデルを構築し，
今後の住民との合意形成を図る上での有用な手法を確立している。
(4) 今後の沿道環境整備のあり方について，高架下周辺整備と住民の住み分けを促進し，住民意識の点
から適当で，実用性の高い沿道整備手法を提案している。
以上都市における高速道路建設のあり方と今後の沿道環境整備の方向について考察し，具体的かっ実
用性の高い提案を行ったもので，今後の都市工学，交通計画並びに都市政策上益するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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